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１．研究計画の概要 

今後一層利用が進むＩＴ機器を学習に有
効利用することを目的に，ＩＴ機器と測定的
な手法を組み合わせた学習指導を構想し，こ
れに必要な学習教材や学習指導方法の開発
を行う。 
具体的には， 
（1）現在行われている学習指導を分析し，
ＩＴ機器や測定的な手法を用いることによ
って学習効果が期待される項目を抽出し，そ
こで求められる機能や実施方法を検討する。 
（2）学習で用いるための具体的な方法を検
討し，教材開発プランを作成する。 
（3）作成したプランに沿って，ＩＴ機器に
接続する新たなデバイスの開発と利用方法
の検討を行う。 
（4）測定的手法を用いて開発した指導方法
や教材の効果を確認するため，実際の児童
生徒を対象に実地試験を実施し，得られ
た知見や教材開発のノウハウのデータ
ベース化を図る。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）教科書や学校教員への聞き取りなどを
もとに，申請者が有する教材開発ノウハウが
適用できる内容の抽出を行った。 
（2）上記（1）で抽出した事項から，特にＩ
Ｔ機器や測定的な手法を用いることによっ
て学習効果が期待できる項目として，技術教
育分野2件，巧緻性を要する学習一般に関す
るもの1件，理科教育等に関わるもの1件を抽
出し，これらを中心として教材開発計画を策
定した。 
（3）技術教育分野については，曲げ木で行
う蒸煮処理の効果を体感的に学習させるた

めの教材として，曲げ木を行う際に手に加わ
る手応え（木材の抗力）を測定表示する装置
の開発を行った。また，のこぎり引きについ
ては，作業時に木材に加わる力を簡便に測定
し，この結果を学習にフィードバックして学
習効果を高める方法の開発を行った。実際の
中学生で行った比較実験では，従来型の指導
に比べ，学習効果が高いことが確認された。 

巧緻性を要する学習一般に関するものに
ついては，特に前腕部による力の調整能力と
保持能力を評価項目とする試験方法を提案
し，このための測定装置の開発を行った。年
齢や職種などが異なる幾つかの群を対象に
実験を行ったところ，前腕部の巧緻性が求め
られる群で得点が高い傾向がみられている。 
理科教育等に関わるものは，指示棒の先で

なぞった物体の動きをコンピューターに取
り込むもので，体験を理論に生かすための試
行を行っている。 
（4）得られた知見や開発ノウハウのデータ
ベース化については，今年度中に基本部分を
完成する予定である。公開については，権利
化や個人情報等の配慮が必要なものが想定
されるため，その方法や範囲等について，今
年度中に方針をまとめるものとする。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 研究計画の（1）～（3）については，研究
の進展等を踏まえた計画変更はあるものの，
全体として 終年度内に，ほぼ目標達成が可
能な範囲にある。（4）については， 終年
である今年の中心的課題であり，今後達成さ
れるべきものとする。 



４．今後の研究の推進方策 
 研究は概ね計画通りに進展しており，全体
としての計画変更等は行わない。ただし，Ｉ
Ｔを用いた遠隔学習については，測定装置の
可動性を向上させる必要から，赤外線および
ＦＭ通信による制御・測定を用いた近距離遠
隔通信および操作に内容を切り替える。 
 今後の研究としては，本年度が 終年であ
ることから，全体のまとめならびにデータベ
ース化が中心となる。 
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